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界種感光様相 (クロス ･モーダル)刺激

を用いたマッチング (対称性)について

川合仲串 (関西学院大 ･文 ･心理)

チンパンジーが手で触って知覚 したものを､見

たものとマッチさせることができるかを調べるた

めの予備的な研究をおこなった｡まず最初に､5

個体のチンパンジー (ゴン､プチ､マリ､ベン

デーサ､パ ン)に対 して､CRTディスプレイの前

につ り下げた物体を引かせる訓練をおこなった｡

その物体は､ディスプレイの上におかれた電球に

つながってお り､物体をひ くことで､電球が点

灯 ･消灯 した｡実験者が旬:球を点灯させるという

弁別刺激のもとで､それを消灯させるという訓練

をおこなったところ､すべてのチンパンジーは､

大きさや材質が異なるさまざまな球状の物体をつ

かんでひき下げるようになった｡

次に､物体をひけば､cRT上に写真が皇示さ

れ､ひき下げた物体の写真を選択させる課題に移

行する予定であったが､主たる被験者のゴンとプ

チはこれまでに見本合わせ課題や弁別学習さえも

訓練されていないナイーブな個体だったので､以

下のようなよりかんたんな学習課題から訓練 し

た｡まず手で触 った物を見たものとマッチさせる

ためには､視覚刺激同士のマッチングができてい

なければならない｡そこで彼 らに視覚刺激の見本

合わせ言架題を訓練 した｡その結果､彼 ら (32歳)

は色の見本合わせ課題の習得が囲洋で､如誤学習

や修正法などの学習を促進させる技法を使ってよ

うや く学習のきざしを示 した｡この学習の困珂さ

は､位置や刺激への仰向の抑制が困斑なことから

生じることが反応時間などの分析からわかった｡
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･完立日矧 こ掲載された猿挨図版の類型分類と

分郡検索カードの作成

抑 守 浮 夫 (犬山市･愛知 )

猿振図版の類型分邦の施行と分獅検索カードを作成

するため､本年はつぎの整理をおこなった｡

1)殺腹囲坂を作成した作家の経歴と没棚 Pi:,jd己立目

録図版には､作家約250名が 1500余点iの主として猿択

図像作品を残しているが､恋犯仙 (1821没)､獅 子探幽

(1674没)､狩野珊古(1713没)､萩だ恭 (1894没)､

竹内租訊 (1942没)らたった5名の作品が全体の50㌫

を越えている｡と言うことEお8載作品の2点以下の作家

数が140名にも及び､これらは地方で消磁するとか､ま

た工芸作家も多くその沼動経歴や没坪はあまり研究され

ていない｡木調丑ではその8割方の経腔と没咋を明らか

にすることができた｡

2)作家 ･作品射光蛤糊より漸増し江戸iLl珊7の狩野派

の成立により升耶 的に故岬､近代に至る｡

3)図版邦型分封をE)的とした検索カードの作成は､現

在調査中の①在狙仙の作品カードと③捉月作品カード

から着手した｡

4)狙仙作品の規型は､生態 (25区分)/民俗(5区分)

/渡来 (1区分)の3類31区分の画面構成に従い､こ

れに生態や行動の斎味内容を対応させた｡画面椛成の一

例を生態区分表記にみると､場所 (… 上/樹上)､

頭数 (1､2､3､郡猿)､体位 (座位､立位､惣位､Bk;位､

自由位)等の組合せ言放Bである｡

5)捉月作品の別型は､捉月猿の切所 (岩上/樹上/樹

下)､体位 (座他/臥伏側 /下盛)､行動 (座る/良

る/手をLtiす/背を向ける- )の3好i21区分に従い､

これに 闇 月Jの故堺をロ旅 する経典､昌鮎古､任諺

等のテキストの二酔味内容を対応させた｡
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